
ここでは【分析事例12】データを活用した農業経営体と
主要部門の作成方法を紹介します。

地域の農業を見て・知って・活かすDB
～農林業センサスを中心とした総合データベース～

分析事例作成方法

ｰ １ ｰ

表名（ファイル名称） 年次 利用項目（対象列） 掲載場所
農産物販売金額１位の部門別経営体数
（SA1012_2020_2020_○○.xlsx）

2020 稲作（K列）～その他畜産
（Y列）

農林業センサス

データを活用した農業を行っている経
営体数
（SA1114_2020_2020_○○.xlsx）

2020 計（J列）、データを活用し
た農業を行っていない（K
列）、データを活用した農業
を行っている_小計（L列）

農林業センサス

○○県旧市区町村境界
（MA0002_2020_2020_○○.zip）

2020 旧市区町村境界（昭和25年の
市区町村）

農業集落境界データ

使用するデータ一覧

データのダウンロード方法

地図に取り込むデータの作成
SA1012_2020_2020_○○.xlsxを展開し、分析対象に応じて部門を統合します。１

データはEXCEL形式で都道府県別に掲載されています。
ダウンロード後、データは任意のフォルダに保存してく
ださい。旧市区町村境界のzipファイルは展開して同じ
フォルダに保存してください。

使用する項目をクリック

例：農産物販売金額１位の部門別経営体数

目的の県をクリック

分析対象とする部門を必要に応じて
統合（例：畜産←酪農～その他の畜産を合計）

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/2020/sa/sa_2020.html
https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/2020/sa/sa_2020.html
https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/2020/ma/index.html


ｰ ２ ｰ

SA1114_2020_2020_〇〇.xlsxを展開し、M列以降の不要なデータを削除します。②の「フラグ」
列を値貼り付けにより変換後、M列にコピーで貼り付けます。ファイルは「データファイ
ル.xlsx」（任意）で保存します。

２ 統合した部門のうち最も多い経営体数の部門を把握してフラグを付けます。
※ 本事例では、最も多い経営体数が複数存在した場合は、フラグ番号の若い部門を
採用しています。

●経営体数が最多である部門をMAX関数等で
特定（Q列）数式例「 =MAX(K2:P2) 」
●特定した部門にフラグを付ける（例：稲
作：１、野菜：２、果樹類：３、花き・花
木：４、その他の作物等：５、畜産：６、経
営体なし又は秘匿：７）（赤枠右R列）

数式例
「 =IF(Q2=0,7,IF(Q2=K2,1,IF(Q2=L2,2,IF(Q
2=M2,3,IF(Q2=N2,4,IF(Q2=O2,5,IF(Q2=P2,
6,7))))))) 」

SA1114_2020_2020_〇〇.xlsx SA1012_2020_2020_〇〇.xlsx

データファイル.xlsxに名前を変更し保存



ｰ ３ ｰ

７

CSVTファイルを作成します。

作成するファイル データファイル.csvt

CSVファイルが格納されているフォルダに、CSVファイルと同じファイル名のテキストファイル
（メモ帳等、拡張子は.csvt）を作成します。（詳しくはデータ利用の手引をご覧ください。）

データファイル.csv

活かすDBのデータを使って作成した分析データを地図化

4 地図ソフト（QGIS）を起動し、旧市区町村境界データ（解凍済フォルダ）を読み込みます。

旧市区町村境界データ
のフォルダをQGISの画
面にドラッグします。

※④以降の工程の画像はイメージです。

string（文字列）が9個

③で作成した「データファイル.xlsx」から「データファイル.csv」を作成します。

③

データファイル（CSV形式）を
読み込みます。

８ データファイルと境界
データを結合します。

フォルダがレイヤに追加され旧
市区町村地図が表示されます。

real（数値）が4個string（文字列）が9個

レイヤパネルの旧市区町村境界をダブルクリック、現れたレイヤプ
ロパティの「テーブル結合」を選択し下部の「＋」をクリックしま
す。 「結合するレイヤ」のファイル名を「データファイル」にし
て、「結合属性」をチェック（レ）後、「結合項目」の「フラグ」
をチェック（レ）します。最後に「適用」をクリックします。

6

５

real（数値）が4個

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/riyou.html


ｰ 4 ｰ

10

11

地図の塗分けをします。
シンボロジを選択して「カテゴリ値による定義」
を選択します。

12

１位部門の塗分けができました。９

次に円グラフ作成のため新たに⑥の手順で
旧市区町村境界データを、⑦の手順でデー
タファイル（CSV形式）をレイヤパネルに
読み込みます。

⑪で新たに読み込んだ旧市区町村
境界データとデータファイルを➊
～➐の順に操作します。

３

４

５

６
2

７

1



ｰ 5 ｰ

13

14 円グラフを作成します。
上記⑬の➏により「ダイアグラム」をク
リックし、本⑭の➊で「円グラフ」を選択、
➋で「属性データ」をクリックし、➌～➏
で「利用する属性」を指定、➐､➑で色を
選択します。 ➒→➓でOKをクリック。

完成です。必要に応じ、「ダイアグラム」の設定
により円グラフの大きさ、配置等を調整します。
具体的な方法は次ページからの「（補足）」をご
参照ください。

1

2

3
45 6

7

8

9 ・本紙に書かれているQGISの操作は、大まかな手順
を記載しています。詳しくは、「活かすDBの利用
方法」に掲載の「データ利用の手引」をご参照くだ
さい。

1
2

3

4

5

地図の塗りつぶしをなくすため、レイヤプロパティのシンボロジをクリックし、➊～➎の順に操作し
「塗りつぶし色」の不透明度を「０％」にします。

1

6

15

10

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/riyou.html
https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/riyou.html


（補足１）円グラフの大きさ、配置等を調整しよう。
レイヤプロパティにある「ダイアグラム」から円グラフの大きさや配置を変更するこ
とができます。

「ダイアグラム」から「大きさ」を
クリックし、「固定サイズ」の数値
を変更することで（例：15.000000 
→12.000000）円グラフの大きさを
変更できます。

「ダイアグラム」から「配置」を
クリックし、配置にある4つの選択
肢から一つを選ぶことで、配置を
変更できます。本事例では旧市区
町村境界の中心に円グラフが来る
よう「重心に重ねる」を選択して
います。

（補足２）農業経営体数の大小を円グラフの大きさで表そう。

「大きさ」をクリックします。
「可変サイズ」にチェックを入れ、「属性」のプ
ルダウンから「データファイル_計」を選択後、
検索ボタンをクリックすると、「最大値」が表示
されます。
「大きさ」を30程度に設定し「OK」をクリック
すると、右の図のように農業経営体数の大小を反
映したデータ活用割合の円グラフができます。

「可変サイズ」を使うと、データ利用の割合円グラフの大きさで、割合計算対象となった
農業経営体数の大小を円グラフに反映できます。

1．2 データファイル_計

ｰ 6 ｰ



（補足３）地図に市町村名等を表示しよう。
地図に市町村名等を表示することも可能です。ここでは旧市町村名の表示方法のほか、
円グラフと旧市町村名が重なって見えなくなる場合の対処方法も紹介します。

レイヤプロパティのラベルから「単一定
義（single）」を選択、「値（Value）」
は「KCITY_NAME」を選択します。

「配置」をクリックします。
文字と円グラフが重なりにくくするた
め、配置メニューのモードをプルダウ
ンから「水平」に設定し、「地物と衝
突回避」にチェックを入れます。

ｰ 7 ｰ

「レンダリング」をクリックします。
すべてのラベルを表示させるため、レンダリ
ングメニューの「重なったラベル」で「必要
ならば重なりを許容する」を選択します。
最後に「OK」を押すと円グラフと重ならな
い位置に旧市町村名が表示されます。

お問い
合わせ先

センサス統計室では、「地域の農業
を見て・知って・活かすDB」の利用
に関する相談を受け付けています。
お気軽にご相談下さい。

農林水産省大臣官房統計部経営・構造統計課
センサス統計室 農林業センサス統計第２班

（直通：03-6744-2256）
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